

































団（Nuffield Foundation）と 1964 年にカリキュラムと試験の研究開発機関として設立されたスクールズ・カウンシル





































ついては、彼の著書である『カリキュラム研究開発序説（An Introduction to Curriculum Research and Development）』10を
中心に検討を進めることとする。 
 





という。        
































































（for identifying activities that seem to have some inherent worth）」基準を示している。 
 ステンハウスがラスの挙げた「本質的な価値を持つと考えられる活動を認定するための」基準の特徴として挙げてい
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必要性と教育内容の扱い方に目を向ける必然性である。ステンハウスはこの２点に配慮しながら、アメリカでブルーナ
ー（Bruner, J.S.）の影響下で開発された10歳〜12歳を対象とした社会科学分野のカリキュラム「人間：学習の課程
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